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【研究プロジェクト名および概要】 

エピジェネティクスの機構は、ゲノム上の全ての遺伝子の働き方を調節する仕組みであり、「生命のプロ

グラム」を創出している。DNA のメチル化、ヒストンの修飾、クロマチンの形成で印付けられたゲノム

をエピゲノムとよび、この印付けに従って、ゲノム上の遺伝子は選択的に活用されている。細胞の分化と

脱分化、炎症、老化、癌化では、それぞれ、エピジェネティックにリプログラムされている。さらに、エ

ピゲノムは環境因子の作用を受けて、代謝メモリーや炎症メモリーとして変換される。多くのヒト病気は、

プログラムの制御異常と考えられる。エピジェネティクスの観点から、癌、生活習慣病、発生・再生や老

化の研究に挑戦する。そして、将来に向けた医学・生命科学を統合的に推進することを目指す。 
Ⅰ. エピジェネティクスの分子機構 

Ⅱ. 代謝・栄養のエピジェネティクス 

Ⅲ. 癌と炎症のエピジェネティクス 

Ⅳ. 細胞分化と老化のエピジェネティクス 

Ⅴ. トランスオミクス解析技術の開発 

 

【研究者および大学院生】  メールアドレス 

教  授  中尾 光善 (mnakao@gpo.kumamoto-u.ac.jp) 
准 教 授 

講  師 

 日野 信次朗 

 古賀 友紹 

(s-hino@kumamoto-u.ac.jp) 
(tkoga@kumamoto-u.ac.jp) 

特任准教授 

特任助教 

研 究 員 

研 究 員 

大学院学生(博士課程) 

大学院学生(博士課程) 

大学院学生(博士課程) 

技術支援者 

技術支援者 

技能補佐員 

渡邉 すぎ子 

衛藤 貫 

井上 みゆき 

荒木 裕貴 

船蔵 直史 

 洪  性賢 

相良 昭仁 

 日野 裕子 

 野田 彩音 

田辺 やよい 

  

(sugikow@kumamoto-u.ac.jp) 
 
 
代謝内科学（本籍） 
眼科学（本籍） 
 
産科婦人科学（本籍） 
 
 
(yayoit@kumamoto-u.ac.jp) 
 
 

【連絡先】Tel: 096-373-6800, 6801, 6802    Fax: 096-373-6804 

【ホームページ】http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/divisions/medical_cell_biology/ 
 
 
【特殊技術・特殊装置】 

１.  組換え DNA 技術             ４.  細胞内構造のバイオイメージング技術 

２.  タンパク質間の相互作用の解析技術    ５.  遺伝子発現およびエピゲノムの解析技術 

３.  核酸とタンパク質の生化学解析の技術   ６.  細胞培養技術 
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